ＣＳＲ担当マネジャーのための連続講座＋フィールドワーク
「ステークホルダー・エンゲージメント塾」（第４期）

受講者募集！

～社内外のステークホルダーとの対話の方法を体系的に学ぶ～

東日本大震災を経て、企業の社会的役割の重要性、社内外との対話の必要性はこれまで以上に高まっています。大きな危機に直面した今だからこそ、企業が、何について、どう取り組みをすすめるべきか、企業の社会責任を問う市民の眼線から、改めて考えてみる必要があります。
ＩＩＨＯＥでは１９９４年の創設以来、ＮＰＯや社会事業家の事業・組織の運営を支援するとともに、企業の環境負荷削減や社会貢献をはじめ、社内外との対話や人権への体系的な対応など、ＣＳＲのあらゆる側面について、先駆的に取り組む企業に助言や支援を行ってきました。その経験・実績の総力を結集した、ＣＳＲ担当マネジャー対象の連続講座「ステークホルダー・エンゲージメント塾」を２００７年に開催し、ご参加のみなさまからご好評をいただきました。
市民にも、企業にも、大きな変革が求められる今年、第４期を開講いたします。
ＣＳＲコミュニケーションのこれまでの課題、社内外のステークホルダーとの対話の方法、企業が今、どう取り組みをすすめるべきかを体系的に学んでいただくとともに、各社の担当者が連携して先駆的なケースを分析し、相互に非公式に情報を交換できる場を設けます。
さらに、最先進企業の１つである（株）デンソーのご協力により、ボトムアップでのＣＳＲ推進が根付く同社の視察も行います。

本気で現場を巻き込むために動き出した方のご参加を、お待ちしています。

主　催：
ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所] （http://blog.canpan.info/iihoe/）

協　力：
（株）デンソー（フィールドワークとしての視察にご協力いただきます）
日本財団ＣＡＮＰＡＮプロジェクト（http://canpan.info）（会場ご提供）
日　時：
連続セミナー　８月２６日（金）、９月９日（金）、３０日（金）、１０月７日（金）
　　　

　　いずれも１６：３０～１９：１５　（終了後、希望者は交流会）


フィールドワーク　１０月１１日（火）　（現地集合・現地解散予定）

　　　　　　　　　　　場所：（株）デンソー高棚工場ほか（愛知県安城市）（予定）
時間・場所の詳細は申込いただいた方にご連絡いたします。


　　　　　※原則として、全回ご参加いただける方が対象です。
場　所：
ＣＡＮＰＡＮセンター　セミナールーム　


　（東京メトロ銀座線　「虎ノ門駅」4番出口より徒歩2分）
　　　　　　　　　　　　　　http://canpan.info/information/
参加費：  
３万円（フィールドワーク参加費１万円含む。旅費は各自）＊開講日に受付にて申し受けます
お申込み：  
下記用紙にご記入の上、電子メールでお送りください。

· 締切：8月12日（金）　　定員達し次第、締め切りいたしますので、お早めにどうぞ。
　 定　員：
２０名

講　師：
川北 秀人（ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所] 代表者）
（講師　川北秀人プロフィール）
１９６４年大阪生まれ。８７年に京都大学卒業後、（株）リクルートに入社。国際採用・広報・営業支援などを担当し、９１年に退職。  

その後、国際青年交流ＮＧＯ「オペレーション・ローリー・ジャパン」の代表や国会議員の
政策担当秘書などを務め、９４年にＩＩＨＯ　

Ｅ設立。ＮＰＯや社会責任・貢献志向の企業のマネジメント、ＮＰＯと行政との協働の基盤づくり、ＣＳＲや環境・社会コミュニケー
ションの推進を支援している。ＣＳＲ関連では、２００１年以来、環境社会報告書・ＣＳＲレポートへの第三者意見執筆は計２３社８６回、市民との対話（ステークホルダー・ダイアログ）のファシリテートは計２６社８０回を担当。１０年度の第三者意見執筆は１３社（アサヒビール、アドバンテスト、アルパイン、イオンモール、カシオ計算機、協和発酵キリン、損害保険ジャパン、デンソー、東京ガス、ＮＥＣ、ブラザー工業、三菱化学、横浜ゴム）。また、世界初の環境・社会報告書の読者調査である「環境・社会報告書リサーチ」（環境ｇｏｏ主催）でも、２００１年の調査開始以来、企画・設計・分析を手がけている。
　内　容：　
	【連続セミナー】

第１回：ＣＳＲコミュニケーションの経緯・見通しと課題を確認する

　　　　（講義：ＣＳＲコミュニケーションの歴史と課題）

第２回：ステークホルダーとのダイアログ（対話）の構成と運営を学ぶ

　　　　　　　（講義：先進事例から学ぶ、社内外とのダイアログの構成と運営。

　　　　　　　自社にとって最も重要なステークホルダーとどう対話するか）

第３回：ケーススタディ　発表

　　　　　　　（先進事例から学ぶ、ＣＳＲ取組みの課題と取組み）
　　　　　　　＊グループでヒアリングを実施、ケーススタディ内容を発表し合います。

第４回：現場をどう巻き込むか　今後の課題への取り組みを俯瞰する

　　　　　　　（自社に今後求められる課題と取り組みは何か）
＊毎回事前課題があります。

	【ケーススタディ】
少人数のグループで、各社の課題に基づくケーススタディの取材・まとめを実施

ＳＲとステークホルダー・エンゲージメントにおける重点課題を、各自の企業での優先度から挙げていただき、その課題を共有する３名程度のチームをつくります。各社の課題に沿った先進取組み企業を可能なかぎり紹介しますので、グループでヒアリングを実施し、国内外の先進事例を調査して発表していただきます。　＊初回時にケーススタディ取材先の選定とグループづくりを行います。

	【フィールドワーク】

（株）デンソー高棚工場等（予定）視察　（愛知県安城市）
ボトムアップによる省エネ・環境配慮の徹底、ものづくり人材の育成について、最先進企業の１つである（株）デンソーの現場から学びます。


「ステークホルダー・エンゲージメント塾」（第４期）　申込み
　　お申し込みは、下記にご記入の上、電子メールで下記あてにお送りください。

	お名前


	
	ご所属・

ご役職
	

	ご連絡先

電話番号
	
	電子メール

アドレス
	

	ＣＳＲへの取り組み上の課題
	考えられる原因・背景
	これまでの主な対策

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※ご記入いただいた電話番号・電子メールアドレスは、本事業の事務連絡以外には使用しません。

申込先：電子メール：hoshino.iihoe@gmail.com
ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所]  担当：星野 　問合せ：070-6971-3523
〒104-0033東京都中央区新川1-6-6　 http://blog.canpan.info/iihoe/　 
